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世界の労働市場の特徴
アジア人材の獲得競争が激化
・コロナ禍の後、先進国全体で人手不足が顕在化している（特にアメリカ･カナダ･
欧州･豪州など移民国において深刻化）。移住者の急拡大（新規永住者26％増。コロ
ナ前より14％増）
・特に、OECD諸国への期限付き外国人労働者の流入が急増し、22年は前年比77%増
の240万人超となった。
・伝統的な供給源（欧州のアフリカ難民、米国のメキシコ国境）が政治的に機微化。
アジア人材を取り込む動きが活性化し、人材の獲得競争が発生中。
・欧米だけでなく、アジアでも急速な少子高齢化を背景に外国人労働者の受け入れ
を開始の兆候。
・東アジアでも、高齢社会の到来。2042年に東南アジア全体で高齢社会突入。
南アジアに熱い視線。例：EC Mobility Package

コロナにより多数の
死者（110万人超）、

失業を容認

・財政出動（インフラ、
GX、半導体等）

・建設分野を中心に深
刻に人手不足が発生

中国 ベトナ
ム

フィリピ
ン

インドネシ
ア タイ パキスタン 日本 全世界

1人当た
りGDP $12,556 $3,756 $3,460 $4,332 $7,066 $1,588 $39,312 $18,381

平均年齢 38 31 24 29 38 23 48 31

高齢化率 18.9% 8.4% 8.5% 9.8% 13.5% 4.3% 28.4% 9.3%

少子高齢化の
進行(30年までに700

万人減少)

・BREXIT

・ウクライナ戦争
・中東欧の経済発展

米国の例

欧州の例

グローバル・サウス

・労働参加率は上昇
・移民労働者も
急増(4倍増)

域外からの合法移民
労働者拡大（ドイツ
を中心にアジアからも

受入）

送出し圧力の上昇

エネルギー・食料
高騰 中露経済の失速 金利高による債務

の重圧で経済困難

質を重視した人材獲得競争を視野にいれる必要性

難民問題の深刻化

不法就労問題の政治化

日本の労働市場ー急速な人口減、生産年齢人口割合は、
59.3%（2020年）から55％（2040年）へ低下。毎年、労働
人口が60万人減少する試算。（高齢社会白書令和５年版）



日本への新規入国者数(技能実習,2024年1-3月)

合計
2023.12時点

1号イ １号ロ 1号計 １号イ １号ロ 1号計 差 率 特定技能１号

国籍 ・ 地域 Country MOC TITP(ⅰ)(a) TITP(ⅰ)(ｂ) Total TITP(ⅰ)(a) TITP(ⅰ)(ｂ) Total Difference Ratio MOC SSW(i)

1 ﾍﾞﾄﾅﾑ Vietnam 〇 191 14,882 15,073 215 18,406 18,621 -3,548 -19% 〇 110,628

2 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ Indonesia 〇 179 8,780 8,959 176 7,710 7,886 1,073 14% 〇 34,253

3 ﾐｬﾝﾏｰ Myanmar 〇 4 3,354 3,358 23 2,621 2,644 714 27% 〇 11,873

4 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ Philippines 〇 193 3,038 3,231 232 2,661 2,893 338 12% 〇 21,364

5 中国 China 131 1,901 2,032 64 2,350 2,414 -382 -16% 13,456

6 ﾀｲ Thailand 〇 180 964 1,144 154 889 1,043 101 10% 〇 4,359

7 ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ Cambodia 〇 3 1,013 1,016 0 1,392 1,392 -376 -27% 〇 4,664

8 ﾓﾝｺﾞﾙ Mongolia 〇 0 275 275 0 272 272 3 1% 〇 902

9 ﾈﾊﾟｰﾙ Nepal 〇 0 252 252 0 234 234 18 8% 〇 4,430

10 ｽﾘﾗﾝｶ Sri Lanka 〇 0 249 249 10 154 164 85 52% 〇 995

11 ﾗｵｽ Lao 〇 7 151 158 4 161 165 -7 -4% 〇 173

12 ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ Bangladesh 〇 1 123 124 0 151 151 -27 -18% 〇 285

13 ｲﾝﾄﾞ India 〇 4 65 69 0 63 63 6 10% 〇 230

14 ﾊﾟｷｽﾀﾝ Pakistan 〇 50 9 59 0 8 8 51 638% 〇 9

15 ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ Uzbekistan 〇 0 19 19 0 20 20 -1 -5% 〇 57

16 ﾍﾟﾙｰ Peru 0 4 4 0 4 4 0 - 19

16 キルギス Kyrgyz 0 4 4 0 7 7 -3 -43% 〇 35

17 マレーシア Malaysia 0 3 3 0 6 6 -3 -50% 〇 34

18 ブータン Bhutan 〇 0 0 0 0 0 0 0 - 43

合計 15 943 35,086 36,029 878 37,109 37,987 -1,958 -5% 16 207,809

2024年1-3月 / Jan-Mar. 2024 2023年1-3月 / Jan-Mar. 2023 増減　Increase

技能実習/TITP 特定技能/SSW


data

																										2024"年"4"月"

																										Apr-24

																										JITCO

		「技能実習」「特定技能」新規入国外国人数(2024年1-2月)　TITP /SSW New Entry to JAPAN(Jan -Feb 2024）vs 2023





								2024年1-2月 / Jan-Feb 2024 ネン ガツ						2023年1月-2月/ Jan-Feb 2023 ネン ガツ ガツ						増減　Increase ゾウゲン						2024年1-2月 / Jan-February 2024		2023年1-2月 / Jan-February 2023		増減　Increase ゾウゲン

								1号イ ゴウ		１号ロ		1号計 ゴウ ケイ		１号イ		１号ロ		1号計 ゴウ ケイ		差 サ		率 リツ				特定技能１号		特定技能１号		差 サ		率 リツ

				国籍 ・ 地域 クニ セキ チイキ		Country		TITP(ⅰ)(a)		TITP(ⅰ)(ｂ)		Total		TITP(ⅰ)(a)		TITP(ⅰ)(ｂ)		Total		Difference		Ratio				SSW(i)		SSW(i)		Difference		Ratio

		1		ﾍﾞﾄﾅﾑ		Vietnam		108		9,718		9,826		122		11,804		11,926		(2,100)		-18%				1,646		1,166		480		41%

		2		ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ		Indonesia		129		5,900		6,029		147		4,937		5,084		945		19%				2,707		1,874		833		44%

		3		ﾐｬﾝﾏｰ		Myanmar		4		2,372		2,376		17		1,700		1,717		659		38%				1,692		212		1,480		698%

		4		ﾌｨﾘﾋﾟﾝ		Philippines		150		1,985		2,135		152		1,647		1,799		336		19%				1,028		808		220		27%

		5		中国 チュウゴク		China		59		1,222		1,281		46		1,441		1,487		(206)		-14%				516		356		160		45%

		6		ﾀｲ		Thailand		144		664		808		145		546		691		117		17%				131		144		-13 		-9%

		7		ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ		Cambodia		0		707		707		0		890		890		(183)		-21%				109		99		10		10%

		8		ﾓﾝｺﾞﾙ		Mongolia		0		190		190		0		182		182		8		4%				36		34		2		6%

		9		ﾈﾊﾟｰﾙ		Nepal		0		190		190		0		137		137		53		39%				324		256		68		27%

		10		ｽﾘﾗﾝｶ		Sri Lanka		0		163		163		0		83		83		80		96%				158		25		133		532%

		11		ﾗｵｽ		Lao		4		114		118		4		82		86		32		37%				4		3		1		33%

		12		ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ		Bangladesh		1		73		74		0		108		108		(34)		-31%				9		3		6		200%

		13		ﾊﾟｷｽﾀﾝ		Pakistan		50		7		57		0		6		6		51		850%				0		0		0		-

		14		ｲﾝﾄﾞ		India		4		49		53		0		42		42		11		26%				40		17		23		135%

		15		ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ		Uzbekistan		0		12		12		0		13		13		(1)		-8%				2		4		-2 		-50%

		16		ﾍﾟﾙｰ		Peru		0		4		4		0		0		0		4		-				0		0		0		-

		17		キルギス		Kyrgyz 		0		4		4		0		6		6		(2)		-33%				2		0		2		-

		18		マレーシア		Malaysia		0		3		3		3		2		5		(2)		-40%				1		0		1		-

		19		ブータン		Bhutan		0		0		0		0		0		0		0		-				0		0		0		-

				合計 ゴウケイ				653		23,377		24,030		636		23,626		24,262		(232)		-1%				8,405		5,001		3,404		68%

				※出典　出入国在留管理庁 シュッテン シュツニュウ コク ザイリュウ カンリ チョウ

				※Source　Immigration Services Agency





data 



										技能実習/TITP ギノウジッシュウ																		特定技能/SSW トクテイギノウ

										2024年1-3月 / Jan-Mar. 2024 ネン ガツ						2023年1-3月 / Jan-Mar. 2023 ネン ガツ						増減　Increase ゾウゲン								合計
2023.12時点 ゴウケイ ジテン

										1号イ ゴウ		１号ロ		1号計 ゴウ ケイ		１号イ		１号ロ		1号計 ゴウ ケイ		差 サ		率 リツ						特定技能１号

				国籍 ・ 地域 クニ セキ チイキ		Country		MOC		TITP(ⅰ)(a)		TITP(ⅰ)(ｂ)		Total		TITP(ⅰ)(a)		TITP(ⅰ)(ｂ)		Total		Difference		Ratio				MOC		SSW(i)

		1		ﾍﾞﾄﾅﾑ		Vietnam		〇		191		14,882		15,073		215		18,406		18,621		(3,548)		-19%				〇		110,628

		2		ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ		Indonesia		〇		179		8,780		8,959		176		7,710		7,886		1,073		14%				〇		34,253

		3		ﾐｬﾝﾏｰ		Myanmar		〇		4		3,354		3,358		23		2,621		2,644		714		27%				〇		11,873

		4		ﾌｨﾘﾋﾟﾝ		Philippines		〇		193		3,038		3,231		232		2,661		2,893		338		12%				〇		21,364

		5		中国 チュウゴク		China				131		1,901		2,032		64		2,350		2,414		(382)		-16%						13,456

		6		ﾀｲ		Thailand		〇		180		964		1,144		154		889		1,043		101		10%				〇		4,359

		7		ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ		Cambodia		〇		3		1,013		1,016		0		1,392		1,392		(376)		-27%				〇		4,664

		8		ﾓﾝｺﾞﾙ		Mongolia		〇		0		275		275		0		272		272		3		1%				〇		902

		9		ﾈﾊﾟｰﾙ		Nepal		〇		0		252		252		0		234		234		18		8%				〇		4,430

		10		ｽﾘﾗﾝｶ		Sri Lanka		〇		0		249		249		10		154		164		85		52%				〇		995

		11		ﾗｵｽ		Lao		〇		7		151		158		4		161		165		(7)		-4%				〇		173

		12		ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ		Bangladesh		〇		1		123		124		0		151		151		(27)		-18%				〇		285

		13		ｲﾝﾄﾞ		India		〇		4		65		69		0		63		63		6		10%				〇		230

		14		ﾊﾟｷｽﾀﾝ		Pakistan		〇		50		9		59		0		8		8		51		638%				〇		9

		15		ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ		Uzbekistan		〇		0		19		19		0		20		20		(1)		-5%				〇		57

		16		ﾍﾟﾙｰ		Peru				0		4		4		0		4		4		0		-						19

		16		キルギス		Kyrgyz 				0		4		4		0		7		7		(3)		-43%				〇		35

		17		マレーシア		Malaysia				0		3		3		0		6		6		(3)		-50%				〇		34

		18		ブータン		Bhutan		〇		0		0		0		0		0		0		0		-						43

				合計 ゴウケイ				15		943		35,086		36,029		878		37,109		37,987		(1,958)		-5%				16		207,809

				※出典　出入国在留管理庁

				※Source　Immigration Services Agency



「技能実習」「特定技能」新規入国外国人数


	TITP・SSW　New Entry to Japan 
(Jan.-Mar 2024VS2023 )
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 2022年：国交樹立70周年
 車の9割超が日本製 左側通行

【地政学的に重要・世界第5位の人口】   
 交通の要衝・文明の交差・テロ治安対策
 人口 2.2億人
 経済成長・外貨獲得のため労働者の

海外送出しに熱心

【イスラム教・民主主義国】
 イスラム教徒（97％）、連邦共和制

世界遺産
モヘンジョダロ
でも有名

パキスタンについて

【経済】
 GDP成長率： -0.17％（2023年）※24年はプラス成長の見込み
 外貨準備88億ドル(輸入額の2カ月分)※IMFとの債務交渉 シャリフ新首相の下、経済改革
 一人当たりGDP： US＄1,588（2022年）
 主要産業 ： 繊維業・農業

【自然災害】
 2022年大洪水 30％以上の国土が浸水
（死者1700以上、被災者3300万人以上）

 対外債務（対GDP) 70％

ガンダーラ美術



豊富な人材/高いポテンシャル
・平均年齢が23歳（日本：48歳）

        ・国民の64%が30歳未満
・2090年頃まで人口増加が続き4億人ほどになるとの予測

人材の海外派遣は主要国家施策の一つ
・国内経済安定のため、在外パキスタン人労働者の
送金が多額
⇒2023年の送金額は、GDPの約7%, 240億USドル（約2.9兆円）

        ・外貨獲得のため幅広い人材の送出しに熱心
⇒2023年の労働者送出し人数は約86.2万人

     ・英語能力・ITスキルレベルが高く、多くの高度人材も輩出

 日系進出企業数：80社
・製造業がメイン

  トヨタ自動車、スズキ、本田技研工業、日野自動車、ヤマハ発動機、
デンソー、サンデン、トヨタ紡織、日本ペイント、味の素、大塚製薬etc.

＜出典：外務省、JETRO、 PAKISTAN BUREAU OF EMIGRATION & OVERSEAS EMPLOYMENT ＞

パキスタンのポテンシャル

日本パキスタン

送出し先の国
（2023）

人数
(労働者）

サウジアラビア 426,951

U.A.E 229,894

オマーン 60,046

カタール 55,112

バーレーン 13,345



パキスタンからの送出し（全世界･日本）・在留状況（日本）

〇パキスタンからの海外全般への送出し人数はコロナ禍を経て増加している
（高度人材が派遣数の半分を占める）。

〇在日パキスタン大使館に例外的に労働参事官を配置し、日本への送出しに大変意欲的である。

＜出典： PAKISTAN BUREAU 
OF EMIGRATION & 
OVERSEAS EMPLOYMENT ＞

2021年 2022年 2023年
288,280人 832,339人 862,625人

海外送出し
労働者数

日本在留(2023/6末）
パキスタン人

経営･管理 技術･人文･国際 特定技能･技能実習 永住者･定住者等 総数
2,039人 4,101人 22人 15,129人 23,417人

〇パキスタンからの技能実習制度・特定技能制度における送出体制

技能実習制度 特定技能制度
パキスタン政府窓口 教育・職業訓練省 在外パキスタン人・人材育成省
二国間取決締結日 2019年2月26日 2019年12月23日
送出体制 81の認定送出機関 2500以上の認定送出機関

特定技能･技能実習においても、経営管理･技人国と同様に多数送り出したいとの意欲が高い。
昨年コロナ後初の実習生が入国し、数は増加傾向にある。

〇23年2月に初めて民間送出機関を認可し、増加中

* JITCOとは2019年8月28日に技能実習制度
及び特定技能制度に関してR/D締結



出所：出入国在留管理庁ホームページ
https://www.moj.go.jp/isa/content/001415280.pdf
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出所：出入国在留管理庁ホームページ出所：出入国在留管理庁ホームページ
https://www.moj.go.jp/isa/content/001415280.pdf



JITCOのサービス
JITCOホームページでは
パキスタンからの送出国事情につ
いて、動画で紹介しています。
https://www.jitco.or.jp/ja/regulation/send/#section_4

JITCOにて独自に収集したデータに基づき
送出し機関情報をご提供。
各政府窓口や送出機関の連合体・協会の支援も得て、

送出し機関情報をJITCOにて収集

JITCO国際部の支援サービス（賛助会員向け）

特典1 国際関係セミナーや他のイベントの
優先募集及び割安な参加費の設定

特典2 送出し国事情・送出し機関の詳細情報の提供

特典3 送出機関とのモデル協定書の提供
（技能実習制度）

特典5 送出し各国関係法令の参考提供

特典4 送出しマニュアルの参考提供（技能実習制度）

送出し機関
情報提供サービス

https://www.jitco.or.jp/ja/regulation/send/#section_4


Thank you for your attention !
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